Informatics Supporting the Future of Medical Science and Health Care by 根東  義明
情報学が支える21世紀の医学・医療を模索して









Informatics Supporting the Future of Medical Science and Health Care
根 東 義 明


















































































4. 今後 5年以内に，宮城県内の約3分の 1の医療機関
への医療情報システムの提供を目指す
こととなった（表1）．このセンターは，これまで効率
的に進めることができなかった医学・医療の情報化を，
センター構想により一気に加速しようとするもので，
すでにその設立に向けての本格的な足固めがなされて
おり，平成15年度からは，みやぎメディカルモールの
活動と合わせて，大学病院と地域医療機関の両者に対
して，効率的な医療情報システムを提供していくこと
を目指している．
以上のごとく，1990年代から本格化した電子情報化
が引き起こした医療環境の変化は，上手に活用すれば，
明るい医療の未来作りに大きく貢献することになる．
個人情報の管理という重大な課題の重圧に屈すること
なく，正しい発展の方向性を見出していくことこそが，
これからの医学・医療に求められる姿であると考えら
れる．
図3. 日本小児科医電子メールカンファレンスのホームページ
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図4. みやぎメディカルモールのホームページ
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